


刊面されるべきものであるが， 本耕寸は特に①児童の実習に対する意欲・関心・瑚平度を高め

ること，②家庭内での実践度を向上させること. およひ⑤衣料品と働時日品としての材料共通

性を有することの 3 点に注目し，耕オ開発を行った. さらに， 児童のit;身の発達的特性を考慮

して， 児童の手部形態に適合したサイズであること.者図書効果を視覚だけでなく触覚でも直接

的に認識しやすし、こと. などの観点から検討を行った. また， 家庭内実践化容易な被抗勅特性

として， 異種複数多点混合の一括洗いではなく， 単品種の 1 点洗いに適すること.機械洗いで

はなく手洗し吋こ適することなどの観的ミら検討を行った. また， 衣類の手対もが住生活と統合

化されたインテリアIj物も含める可能性が生じたことなども考慮した.

そこで、， 素材に応じた洗い方の理解を深めるための小学生向き出雇実習耕オとして「ぬし、ぐ

るみ」を選定し，出産方法を自ら選び実習する出雇実習の耕寸開発とその授業研究を行った.

2. 方法

2.1 レディネスの確認

本授業で必要となる語句の知識として，樹夜の「液性」および「溶解度」がある. そこで，

これら2つの語句に関する学習について， 対象児童がどの程度履修しているのかを確認するこ

とを目的として， 6年生(T社)理科上下教科書の記載内容等を調査した.

2.2 授業実践の概要

表1 に示すような計画で、授業実践を行った. 衣生活に関しては製作を終え， そのアイロン学

習を終えた左ころで、あった. これまで、の御霊実習は，輔市が車想的な洗い方を，留意点を交え

ながら解説指導し，児童はその後実際に挑戦してみるとし、う指導法が一般的で、あった.しかし，

本研究では子ども自身の思考や判断， 探求的・ 問題解決的な思考の機会を保障するための指導

方法を検討した. 本実践においては，親市があらかじめ 4 つの異なる拠、方を提示した. その

後， 児童は自分の如、ぐるみ素材キ形態特性により適したと考える方法を濁Rしたそして，

実際に児童が手洗い洗濯を行い， 仕上がりの程度を抗耀した子ども自身に音刊面させた. このよ

うに訪日雇方法のi献に重点を置くことをねらし、として 児童の思考および仕上がりに対する評

価場面を劃見した指導計画を作成した.

表1 授業実践の概要

学年 S大学事付属N小学校・第6学年児童

児童数 40名(男子20名， 女子20名)

実践日 平成17年12月1日1・2時間目 (伺分) 12月8日1・2時間目 (90分)

単元計画 1 ぬいぐるみを洗おう(出誤習1)刺寺

2. 紅白帽子を洗おう(出差実習2)

本時のめあて 素材に応じて洗濯物の洗し、分けができる

授業場所 長野市内にある小学校構内2F家麟慎習室〈調理室兼被服畠
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授業実践の対象クラスの概要は表1 に示した. 6 学年 3 クラスのうちの 1 クラスであり， 男

女ほぼ同数で、あった. 5 学年より家庭科を履修し，専柑旦当鵜命は4月から新しく代わり7ヶ

月を迎え， 衣生活の学習はキルト生地を用いたナップサック製作を終えていた.

本研実授業では1 回目ぬいぐるみの淵謹実習を通して，洗剤や洗し、方の使い分けを理解させ，

淵喜への動機付けを高めることをねらった. さらに 2 回目赤白帽子の実習を通して， 点検から

仕上げまでの抗濯工程を復習確認した. 紅白帽子はより児童にとっても保護者にとっても出翠

必要性の高い品目であり， かっ湿潤状態での成型必要性の高い品目である. この 2 つの実習に

より， 家庭内での管理力へ繋がる繰り返し実践の定着をねらいとした. 1回目のぬいぐるみの

出産実習の授業の展開は表 2 の通りである. 淵霊前の準備として児童に家から， 掌サイズのぬ

し、ぐるみを持ち寄るように呼びかけたところ イヌやキャラクタなどの大きめのマスコットを

持ってくるケースが多かった. 授業者は事前に訪日産実習の対象品として， 適切なものかどうか

を確認した. 主な点検項目は，材質キ形状等であり，電也が入っていないか， ほころびはない

か， 手洗いにより著しし、槌色(色落ち)・移染や風合し、低下冬型崩れが発生しそうなものはない

か. 付属品の滑脱等が予想されるものはなし、かなどであった. 著しい移染が予想される附属リ

ボン等は， あらかじめ記録し， 児童に者t濯前に分離することを指導した. 授業では， 表2 に示

すように洗い方と液性を 2 条件設定し， 児童は4条件の中から最適だと思う洗い方を濁Rし，

抗耀実習をし， その効果を言判面させた.

表2 ぬいぐるみ洗濯実習の展開部

指導内容や
予想される子どもの気付きそ探求意欲 準備物

学習活動

*慨IJの淵蚕実習* -大事にするためには土手に手入れすることが大切だ ぬいぐるみ
\ 

4パターンの洗い方 -よく見ると汚れが紺脅っし、ている たらい

から 1 つを自分で決 -アルカリ性と中性を使しψ全けなければいけない なぜだろう タオル

め出し，実際に洗っ -丸洗いだけでなく， 拭き洗いとし、う洗い方もある 新関税氏

てみる 今まで慢!fリな方法を知らなかった 衣料用弱アルカリ性

-大きさや色彩りなども考えて洗い方を考えなくてはいけない 抗沸l

大変そう 衣料用中性洗剤

-わたしは汚れをしっかり落としたいし，このぬし、ぐるみは丈夫そう 手袋

だから， この弱アルカリ憎諮包剤で，丸洗いにしよう

-私のぬいぐるみはあまり汚れていなし、し， 毛のいたみが心，-W己だから，

中十蛸嗣lで，拭き洗し、にしよう

-できるだけ，きれいにJすもを落としたい・どのくらい落ちるのか

楽しみ

-すごくきれいになった うれしいな・顔はきれいになったけど， 体

はまだ汚いところも残っている・他のぬいぐるみも洗ってみたいな
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2.3 学習効果

本授業研究では， 学習内容の珊卒， 学習内容に対する役立ち感， 授業全体に関する感思， 家

庭実践への意欲について， 表3 に示す方j去で測定した .学習の瑚平に関しては， 丸洗いと拭き

洗いの手順に関する設問8 項目と出遅全般に関する設問 6 項目について， 授業前後の正答数を

集計した. 首白星全般は短文に対する正誤判断により， 丸洗いと拭き洗い手.)1頃は， 文中空欄への

語令升南充で回答を得た. 授業前後の差に関して対応のあるt-test(片側J) を行った. さらに， 授

業前後の回答傾向に関して相関係数rを算出した.

表3 学習効果の測定方法

l. 学習内容￠聯働側面・質的評価)

q溶親テスト・・・11月28日実施健業前)12月8日実施G受難紛

内容:似哨いと拭き洗いの具榊句な判慎について②主として洗剤(扮舗に関する全開な留意事項

②子どもの自己制面・・・11月28日実施。受期的12月8日実施(授業後)

基準 :3段酷平定尺度「也、たし、わかるし説明できるJ rなんとなくわかるJ rよくわからなし、J

G耽い上がり状態の観嬬識の内障・・・授業説愛

2. 学習内容に対する役立ち感・・・授業誘愛

内容 :Cî渇も役立った内容 喧猿も役立った理由

3. 授業全 体に関する感想・・・授業後

4.家庭実践へrr意欲・・・授業訴愛

内容:①今後， 自分で手洗し、したし、もの笹濠庭で手洗し市曜をしみたし、理由(したくなし、理由)

3. 結果と考察

3. 1他教科におけるf岸幕内容に関連する事項の履修確認

樹夜の「 液性」および「溶解度」に関する学習項目は 6年生理科の耕ヰ書において「ものの

溶け方」のところで取り扱われ，対象児童が履修ずみであることを砺忍した. 液性に関しては，

水溶液の性質として， 酸性， アルカリ性， 中性を区別して認識しているものとみなした. 溶解

度に関しては， 食塩よりもホウ酸が溶けにくいことや， 固体の液体への溶解度が液温に依存す

ることなどの記載があることを幅忍した. このことから， 児童はこれらの理科学習で獲得した

内容を応用し， 粉末酬を水中に溶解させ液体儲リを水で希釈することにより目的濃度の湖

水溶液を作成するなどの科学的認識も概ねで、きているものとみなした.

3 .2 学習効果

本研完授業における， ①芋習内容の瑚硲学習内容の役立ちJ挺渡業全体の感想④家庭実践

への意欲についての集計結果をまとめて示した .

3 -2 -1 量的・ 質的方法による学習内容の理解

① 客観テストより
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表4 の設問番号 1・1 から 1・8 1こ丸洗いと拭き洗いの具体的な手jl慎の結果を度数と割合(%)

で示した. p 値0.028， r=0.810 となった( p < 0.05). また， 授業で強調して指導しなかった

「形を整えて干す」に関しても 1 00%の正答率を得た. 授知力後の正答率変化が大きかった項

目は， 拭き洗いの「拭くjとし、う語句であった. このことから， 児童は本耕寸・授業により，

これまでは知識として持ち合わせていなかった新しし、方法として， 拭き洗し1の手法を認識した

ことが窺えた. ところで，íタオルを用いて(タオル側に)汚れと杭済リを移動させる」の「汚れ」

の語句の正答率は事前 68 %， 事後78 %といずれも高値で、あった. 一方， í話回リ」の語句の正答

率は，事前13 %と低値を示していたが，授業後においても，21 %にとどまった. このことから，

児童にとって「洗剤」を拭き取ることはイメージしにくく， わかりにくかったものと推察され

る. 拭き洗いのすすぎの代替工程としては，í汚れ」とともに「洗剤」を最大限にタオルで拭き

取る必要がある. しかしながら， 拭きの対象として「洗剤」を認識することは「汚れ」に比べ

て， 児童にとって理解しにくい内容であることから， より詳細な説明等を行い意識づけること

が必要であるものとわかった.

同様に表4 の設問番号 2・1 から 2- 6 に主として前翌朝Ij(淵窪)に関する全体的な留意事項の結

果を度数と割合(%)で示した. p 値0.0051， r=0.782 となった( p <O.01).また， 授業後で

は訪日程実習で子どもに思考させ， 選択させたíi夜性」と「洗い方」に対して，74% (2 -5)と

剖%(2包)の正答率を得ることができた. ここで，í液性」とは， 毛・ 絹素材に対しては中性

抗到を使い， その他の素材には弱アルカリ洗剤を使うとし、う素材別の抗到の 液十自彊択を指して

いる. 一方， r洗い方」とは， 被洗物の形状が大きいものや， 取り外しにくい水に対する堅牢性

の低し、パーツなどが取り付けられているもの， 部分的な汚れのひどいものなどは拭き洗いを選

び， その他の対象物の場合には丸洗いを選択するとし、う洗い方選択を指す. これらの瑚引こ加

えて， 授業では特に強調して指導しなかった「洗剤の適正量J (2-4)に関しても79 %の正答率

を得た. 授業前後の正当率が 33%から 82%へと最も大きく変化した項目は，í拭き洗し、」と

「丸洗い」の使し、分け(3・2)で、あった. この点は自己評価も8 %から79 %へと最も大きく増大

した項目であり， 自己評価と客観テストの結果は良く対応していた.

②子どもの自己評価より

同様に表4 に洗い方と洗剤の使し、分けについての子どもの自己言利回結果(3-1 から 3-4)

をまとめた. 学習項目に対して「だいたいわかるし説明できる.Jと「なんとなくわかる . J と

回答した児童の人数の合計数を授業前後で比較した. p 値0.0019，r=0.962 となった(p <O.Ol)

本授業の柱となっている液性と洗い方を比較すると， í洗い方」に比べて「液性Jの方がわかり

にくい内容で、あったことが窺えた. また， いずれの内容も， その「使い分け」は「 液性」また

は「洗し、方」の違いに比べて， 一層難易度の高い内容となり， ややわかりにくし、 傾向にあるも

のと推察された. したがって， 本授業研究の場合には， 素材の違いによる「液性の使い分けJ

瑚事は児童にとって困難↑生が高く， 多くの児童よりわかりにくいと申告される傾向にあること

が明らかとなった.

③洗い上がりの状態の観察奇首謀より
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訪日雇・ 樹新去のぬし、ぐるみの観察孟録に記入された内容を分析 した. その結果を表4 にまと

めて示した.(淵歪により)よごれが落ちたことや付属品がついているものは， 拭き洗い(がよ

し、)ことや， (デリケートなものは)柔らかく洗えばよいことなどが挙げられた. その他移染，

接着部分の脱離， 手ざわり硬化等のトラブルに気付いた児童もし、た例えば， I汚くて目立つ汚

れでも弱アルカリ性(の洗剤)で何れは十分に)落ちる.Jと出争効率を増大させるために洗

剤の利用が効果的であることや「柔らかく(ぬいぐるみを)洗ってあげればよい」や「にじん

で、しまったところがあったから， そこはあまり洗わないでやればよかったということがわかっ

た」などの記述がみられ， 被抗劫の形態や色調の低下を防ぐための事項などに気づいているこ

とが確認できた. 以上のことから， 本耕寸は十分に衣類出遅の基本的な留意事項を含み， 様々

な条件を総合的に検討し， 素材に合ったより良い洗い方を決める思考を生み出す可能性を持っ

てし、ることが示唆された.

表4 授業前後における各設題の正答者数および自己評定の変化

設題 設問 授難t

手順 丸洗い 洗う 1-1 30 (75) 

手順 丸洗い すすぐ 1-2 32 (80) 

手順 丸洗い 脱水 1-3 24 (60) 

手順 丸洗い 形を整える 1-4 31 (78) 

手順 拭き洗い 拭く 1-5 13 (33) 

手)1慎 拭き洗い 洗済リ 1-6 5 (13) 

手順 拭き洗い j耽L 1-7 27 (68) 

手順 拭き洗い 乾燥 1-8 30 (75) 

お湯だけで洗う洗し、方 2-1 6 (15) 

部ゆf守Uこ対する洗い方 2-2 11 (28) 

移染に注意して濃色相斗を分けること 2-3 23 (58) 

洗剤の量に詮索すること 2-4 20 (50) 

毛・車轍品を洗う際の洗剤(液聞に注意すること 2-5 16 (必)

すすぎ方と干し方 2-6 25 (63) 

洗い方 洗い方の違い 3-1 3 (8) 

洗し、方の使しすけ 3-2 3 (8) 

洗剤 洗剤の液性の違い 3-3 1 (3) 

糊防榔住に応じた使し合け 3-4 。

:数値は正答した児童の数，単位:人 帥:0内の数値は正答率，単位:%

3-2 -2 学習内容に対する役立ち感

授類r&

34* (，ω) ** 

35 (92) 

26 (i開)

38 (100) 

31 (82) 

8 (21) 

30 (79) 

28 (74) 

7 (18) 

32 (剖)

32 (脳)

30 (79) 

28 (74) 

35 (92) 

30 (79 ) 

30 (79) 

18 (48) 

18 (48) 

図1 に示すように児童が最も役に立ったと感じた内容は， Iぬいぐるみの洗い方」であり， 次

に「苦t剤の使い分け」であった. 学習内容の理解測定の回答傾向からは「洗剤の使し、分け」が
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「洗い方の使い分け」よりもわかりにくかったと推察される児童が多いにもかかわらずp 役に

立ったと回答する児童は逆に「洗し、方の使い分け」よりも「洗剤の使い分け」の方が多かった.

この点の回答傾向は一致しなかった. この理由に関しては疑問が残る. その一因として，児童

は， 日常の生活においてメディア等の影響も受け市E剤の使い分けjの必要感を感じているが，

「洗い方の使い分け」はあまり強く認識していないことが一因として考えられる. また，見方

を変えれば，児童にとって「わかったこと」と意識される事項と「役立った」と意識される事

項は独立するケースもあることがわかった. この詳細な解明は学習内容や指導方法とも関連さ

せながら，今後一層続けていく必要がある.

ぬいぐるみの洗い方 31.6 

洗剤の使い分け

洗い方の使い分け 18.4， 

洗濯の重要性 10.!i 

洗濯の手順

紅白帽子の洗い方

。 10 15 20 25 30 35 

割合，%，

図1 最も役に立った学習内容

3 す3 授業全体に関する感想

児童による授業全体の感想、を表5にまとめて示した. 学習内容に関する疑問，家庭での実践

意欲，学習内容に対する満足感，学習を終えて考えたことなどに大別できた. 学習内容に関す

る疑問に関しては，ぬいぐるみに取り組む中で，ぬいぐるみ以外のセーターやコートなどの洗

濯物に関する適切な洗い方に関心が向き，これらの疑問があった. また，授業内で汚れの付着

とし、う現象を強く意識したため引き起こされたと思われる疑問も挙げられていた. このことか

ら，本耕寸は，対象品別の出雇方法や汚れに対する事頁などに対して探求的な思考を生み出す

可能性を持っていることが示唆された. また，手洗いに注目した児童の中には，訪日雇機のなか

った昔の出畠こ思いを寄せ，現代の「淵還機洗い」と対照的な「手洗い」の特性を再確認し，

「手による拭き洗し、」の特性の理解を深めたものと推察される.

3 -2 -4 家庭実践への意欲

本授業の翌週に「紅白帽子」の出遅実習を行った. さらに紅白帽子の訪日産実習後の家庭実践

への意欲を知るために，その強さに関して，択一式で回答を得た. これより，概ね家庭実暗示\

の意欲が高まったものと推察された. さらに品目別意欲を知るために，今後家庭で手洗いして
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みたいもの 20 点の中から複数回答で回答を得た. その結果 15 人以上の児童が今後， 洗ってみ

たいものと回答した品目には「紅白帽子」や「上軒Uが多くその理由として， r家族に褒められ

たしリ「思返しがしたい」などの積極的なものがあったが， r自分がやらなくてもよし、」と消極

的なものもあった. 主なものを表6 に示した.

表4 洗い上がり状態の観嬬E録より

[わかったこと]・にじんで、しまったところがあったから， そこはあまり洗わなし、でべればよかったということがわか

った.・(次回は)鼻をごしごしこすりすぎたから(ケバだ、った)， こすりすぎないようにする ・ほこりなどを(洗う前

に)先に払う. きちんと乾かす.・附属品がついている人は，拭き洗いをするとしw、と思う.・柔らかく(ぬし、ぐるみを)

洗ってあげればよい.・洗い方によって，その後人形がどうなるかっていうのが変わってくると思うから，洗い方々コ洗

剤の種類を選ぶことが大切だと思う.・0付属品等が)取れそうとh臣、うやつは， 丸洗いでも軽く，(できれゆ拭き洗

いにした方が良い.・汚くて目立つ汚れでも弱アルカリ性で落ちる. . (ぬし、ぐるみを)部分ずつ(に分けて)洗えば良

かったんじゃないか.

[きれいになった1・(ぬいぐるみの)歯がきれいになった ・前より(ぬし、ぐるみが)きれいlこなって， すごいと思っ

た ・こんなに(ぬいぐるみの)ì守Lが落ちるんだなあと思った ・頭の汚れぞ瀕の汚れがきれいに落ちた

・ボタンのt守Lが落ちた.

[きれいにならなかったト頭から顔まではきれいだけど， 体が前といっしょ.・まだ汚れている部分が少しあった.

伺・創輸に落ちたけど， まだ「くまちゃん」の左手だけが落ちない. 特に手だけが問題です.・ほこりが樹薄っし、

ている ・全体的にきれいになったけど， 所々にしみがついている.

[手触り・その他】・前は気持ちよかったのに， 明由りがごわごわしてあまり気持ちよくなし\・負洗いの弱アルカリ件

でやったら，すごくきれいになって軽くなったので， 良かった ・前は毛玉がたくさんついていたから， (その毛が)ぬ

けた.

表5 授業全体の感想より

[学習内容に関する疑問]・セーターやコートはどうやって洗うのか?・なぜ，物は汚れてしまうのかワ

[家庭での実践意欲】 ・これからは，自分で洗うぞとし、う気になった.

-身の回りのものをピカピカにしていきたい.

・授業で習ったことを今後の生活に役立ててし、きたい.

[学習内容に対する満足感】・洗剤の鞘数キ杭し、方の違いがわかって，良かった ・洗濯をしてみですごく楽しかったし，

すごく勉強になった ・ぬいぐるみそ赤白帽子が自分で洗えるようになって良かった.

[学習を終えて考えた]・昔の人も手を使って， 丸洗川杖き洗いをしていたので明ユ

表6 今後， 家躍肉で手洗いしてみたい(とは思わない)理由より

[肯定的な理由]・意外と(手洗し、約楽しし、ことがわかったから・家族に褒められたし、から

-家族の出翠物も洗し、たし、から・今巨股業でやったことを活かしたし、から

・いつもお母さんがやってくれているので，恩返しがしたし、から

[否定的な理由1・親がやるので， 自分でやらなくてよい.・(出雇に)興味がない.
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4.結論

ぬいぐるみを用いた出翠実習の耕オ開発を行った. その結果， ["ぬいぐるみ」を耕オにするこ

とにより児童の出雇に対する関心や家庭で、のIJ物洗し、への車鵡付けが高まったものと推察され

た. さらに洗い方を各自で考え決め出すことを通して， 洗い方やその使い分けへの関心が高ま

るとともに， 児童にとって初めての体験となった「拭き洗い」に対する認識が高まった.

ぬいぐるみ出翠実習において幾つかの被前端において， 移染・ 硬化・ 接着部分の剥離等のト

ラブルが生じた. 今後は， 本質的な出争効果を上げる条件整備とともに， これらのトラブルを

低減化させるために， 被抗勅の選定方法や事前点検等その他の対策を含めた一層の耕寸研究を

する必要がある. さらに， 子どもの家庭内の実践意欲の高かった上靴に関しても耕寸研究を進

めたい.
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